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サ
ポ
ー
タ
ー
の
体
制
等
に
関
す
る
本
市
の
方

針
な
ど
に
つ
い
て
慎
重
に
審
査
し
ま
し
た
。

ま
た
、
同
じ
く
商
工
費
に
お
い
て
、
本
市
の

農
水
産
品
、
そ
の
加
工
品
な
ど
地
場
産
品
の

生
産
・
需
要
拡
大
を
図
ろ
う
と
す
る
長
崎
よ

か
品
夢
市
場
運
動
推
進
準
備
費
が
計
上
さ
れ

て
い
る
こ
と
か
ら
、
長
崎
よ
か
品
夢
市
場
運

動
の
具
体
的
イ
メ
ー
ジ
や
事
業
規
模
及
び
将

来
展
望
、
今
年
度
末
ま
で
実
施
さ
れ
る
「
な

が
さ
き
の
『
食
』
推
進
事
業
」
と
来
年
度
か

ら
新
た
に
実
施
し
よ
う
と
す
る
本
運
動
と
の

相
違
点
な
ど
に
つ
い
て
慎
重
に
審
査
し
た
結

果
、
異
議
な
く
原
案
を
可
決
し
ま
し
た
。

委
員
会
で
は
、
大
雨
に
よ
る
、
え
が
わ
運

動
公
園
の
被
災
に
伴
う
公
園
災
害
復
旧
費
等

が
計
上
さ
れ
て
い
る
こ
と
に
関
連
し
、
同
公

園
の
整
備
経
過
に
係
る
検
証
を
行
う
な
ど
、

慎
重
に
審
査
し
ま
し
た
。

そ
の
結
果
、
補
正
予
算
第
１
号
に
つ
い
て

は
、
い
こ
い
の
里
の
指
定
管
理
者
選
考
審
査

委
員
会
費
に
つ
い
て
は
認
め
ら
れ
な
い
と
の

反
対
意
見
が
出
さ
れ
ま
し
た
。

一
方
、
え
が
わ
運
動
公
園
の
災
害
復
旧
に

当
た
っ
て
は
、
必
要
な
費
用
は
使
用
し
て
で

も
安
全
性
を
確
保
し
て
ほ
し
い
と
の
要
望
を

付
し
た
賛
成
意
見
が
出
さ
れ
、
採
決
の
結
果
、

賛
成
多
数
で
原
案
を
可
決
し
ま
し
た
。

な
お
、
え
が
わ
運
動
公
園
の
災
害
復
旧
に

当
た
っ
て
は
、
同
地
区
に
お
け
る
断
層
に
係

る
調
査
を
徹
底
す
る
と
と
も
に
、
今
後
の
予

算
措
置
等
を
含
め
、
適
切
に
対
応
す
る
こ
と

を
求
め
る
旨
の
附
帯
決
議
を
全
会
一
致
で
決

定
し
ま
し
た
。

ま
た
、補
正
予
算
第
２
号
に
つ
い
て
は
、補
正

予
算
第
１
号
と
同
様
の
賛
成
意
見
が
出
さ
れ
、

異
議
な
く
原
案
を
可
決
し
、第
１
号
と
同
趣
旨

の
附
帯
決
議
を
全
会
一
致
で
決
定
し
ま
し
た
。

委
員
会
で
は
、
平
成
17
年
度
の
琴
海
町
の

一
般
会
計
決
算
に
つ
い
て
審
査
を
行
い
、
異

議
な
く
認
定
し
ま
し
た
。

◎
義
務
教
育
に
か
か
る
確
実
な
財
源
保
障
を

求
め
る
意
見
書
に
つ
い
て

◎
道
路
特
定
財
源
制
度
の
堅
持
に
関
す
る
意

見
書
に
つ
い
て

◎
第
９８
号
議
案
「
平
成
１８
年
度
長
崎
市
一
般

会
計
補
正
予
算
（
第
１
号
）」
の
う
ち
、

建
設
水
道
委
員
会
に
付
託
さ
れ
た
部
分
及

び
第
１１３
号
議
案
「
平
成
１８
年
度
長
崎
市
一

般
会
計
補
正
予
算
（
第
２
号
）」
の
う
ち
、

建
設
水
道
委
員
会
に
付
託
さ
れ
た
部
分
に

対
す
る
附
帯
決
議
に
つ
い
て

◎
第
６９
回
国
民
体
育
大
会
総
合
開
会
式
及
び

閉
会
式
会
場
の
誘
致
に
関
す
る
決
議
（
要

旨
）

平
成
26
年
に
第
69
回
国
民
体
育
大
会
が
本

県
で
開
催
さ
れ
、
総
合
開
会
式
に
約
４
万
人

の
参
加
者
が
見
込
ま
れ
る
に
当
た
り
、
ゆ
め

総
体
総
合
開
会
式
の
開
催
実
績
が
あ
る
総
合

運
動
公
園
か
き
ど
ま
り
陸
上
競
技
場
を
有

し
、
県
内
最
大
の
宿
泊
者
受
け
入
れ
が
可
能

で
、
交
通
の
利
便
性
に
す
ぐ
れ
た
県
都
長
崎

市
を
、
国
民
体
育
大
会
の
総
合
開
会
式
・
閉

会
式
の
会
場
と
す
る
こ
と
を
、
長
崎
県
に
対

し
、
強
く
要
望
す
る
も
の
で
あ
る
。

以
上
、
決
議
す
る
。

平
成
18
年
９
月
22
日
　
　

長
崎
市
議
会
　

◎
災
害
時
に
お
け
る
危
機
管
理
体
制
の
充
実

強
化
を
求
め
る
決
議
（
要
旨
）

本
年
９
月
17
日
午
後
に
長
崎
市
に
最
接
近

し
た
台
風
第
13
号
は
、
人
的
被
害
は
も
と
よ

り
住
宅
、
道
路
及
び
農
作
物
な
ど
に
甚
大
な

被
害
を
与
え
、
市
民
生
活
に
多
大
な
る
影
響

を
及
ぼ
し
た
。

特
に
、
強
風
に
よ
る
断
線
を
原
因
と
す
る

停
電
は
県
内
の
広
範
囲
に
及
び
、
そ
の
影
響

が
極
め
て
深
刻
で
あ
っ
た
が
、
災
害
後
の
情

報
収
集
が
乏
し
く
、
災
害
情
報
の
市
民
へ
の

周
知
が
十
分
に
行
わ
れ
な
か
っ
た
。

よ
っ
て
、
本
市
に
お
い
て
は
、
台
風
第
13

号
災
害
の
復
旧
に
全
力
を
尽
く
す
と
と
も
に

関
係
機
関
と
緊
密
な
連
携
を
図
り
、
よ
り
実

効
性
の
あ
る
危
機
管
理
体
制
を
構
築
し
、
災

害
に
的
確
か
つ
迅
速
に
対
応
し
得
る
防
災
対

策
の
充
実
に
つ
い
て
万
全
の
対
策
を
講
じ
ら

れ
る
よ
う
強
く
要
望
す
る
。

以
上
、
決
議
す
る
。

平
成
18
年
９
月
22
日
　
　

長
崎
市
議
会

９
月
定
例
会
中
に
審
議
し
た
請
願
は
、
次

の
と
お
り
で
す
。

◎
義
務
教
育
に
か
か
る
確
実
な
財
源
保
障
を

求
め
る
請
願
に
つ
い
て

（
採
択
）

９
月
定
例
会
中
に
委
員
会
審
査
を
行
っ
た

陳
情
は
、
次
の
と
お
り
で
す
。

◎
岡
本
太
郎
「
明
日
の
神
話
」
長
崎
誘
致
に

関
す
る
陳
情
に
つ
い
て

◎
障
害
者
自
立
支
援
法
に
係
る
利
用
者
負
担

の
軽
減
に
関
す
る
陳
情
に
つ
い
て

◎
琴
海
病
院
に
お
い
て
院
外
処
方
の
導
入
を

求
め
る
陳
情
に
つ
い
て

◎
「
パ
ー
ク
タ
ウ
ン
泉
開
発
行
為
」
許
可
の

無
効（
取
消
）に
関
す
る
陳
情
に
つ
い
て

９
月
定
例
会
で
、
次
の
人
事
案
件
に
つ
い

て
同
意
す
る
こ
と
に
決
定
し
ま
し
た
。

▼
教
育
委
員
会
委
員

吉
　
武
　
久
美
子
　
氏
（
再
任
）

陳
　
情

人
　
事

請
　
願

議

員

提

出

議

案

９
月
定
例
会
で
、
議
員
提
出
議
案
の
意

見
書
２
件
、附
帯
決
議
１
件
及
び
決
議
２

件
を
可
決
し
、意
見
書
及
び
決
議
に
つ
い

て
は
、
市
長
又
は
関
係
行
政
庁
及
び
国
会

に
、
附
帯
決
議
に
つ
い
て
は
市
長
及
び
関

係
理
事
者
に
提
出
又
は
送
付
し
ま
し
た
。

平
成
１８
年
度
長
崎
市
一
般
会
計
補
正
予
算
（
第
1

号
）、（
第
2
号
）
に
附
帯
決
議
を
付
し
て
可
決
　

建
設
水
道
委
員
会

地
域
振
興
特
別
委
員
会


